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Ｆ
�
�－

Ａ
の
配
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

戦
闘
機
を
含
む
防
衛
装
備
品
は
、
安
く
早
く
調
達
し
た
ほ
う
が
費
用
対
効
果
も
高
く
、
世
界
的
に
み
て
最
新
鋭
の
防
衛
装

備
品
を
配
備
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
他
方
、
割
高
で
調
達
が
遅
く
、
し
か
も
配
備
数
が
少
な
い
調
達
運
用
と
な
れ

ば
、
国
富
の
損
失
と
な
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
、
現
状
の
戦
闘
機
の
質
量
で
、
南
西
諸
島
防
衛
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

二

Ｆ
�
�－

Ａ
�
機
あ
た
り
の
機
体
単
価
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
約
�
�
億
円
、
平
成
二
十
五
年
度
に
は
約
�
�
�
億

円
、
平
成
二
十
六
年
度
に
は
約
�
	
�
億
円
（
概
算
要
求
ベ
ー
ス
）
と
上
昇
し
て
い
る
理
由
は
何
か
。

三

Ｆ
�
�－

Ａ
の
契
約
額
の
う
ち
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
に
お
け
る
初
度
費
約


	
	
億
円
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
け

る
初
度
費
約
�
�
�
億
円
（
概
算
要
求
ベ
ー
ス
）
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
製
造
参
画
を
増
や
そ
う
と
い
う
政
策
判
断
に
基

づ
く
政
府
支
出
で
あ
る
と
の
認
識
で
よ
い
か
。
ま
た
、
初
度
費
を
国
費
投
入
す
る
こ
と
の
意
義
及
び
対
価
は
何
か
。
加
え

て
、
政
府
は
、
今
後
Ｆ
�
�－

Ａ
の
国
内
企
業
製
造
参
画
を
さ
ら
に
拡
張
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

四

政
府
は
、
Ｆ
�
戦
闘
機
の
老
朽
化
・
減
勢
に
対
処
す
る
観
点
に
立
っ
て
Ｆ－

�
�
Ａ
を
配
備
す
る
計
画
と
承
知
し
て
い

る
。
南
西
諸
島
防
衛
に
対
処
す
る
た
め
の
観
点
等
か
ら
Ｆ
�
�－

Ａ
の
配
備
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
は
、

一



現
状
計
画
し
て
い
る
Ｆ
�
�－

Ａ
�
�
機
の
配
備
を
い
つ
ま
で
に
行
う
考
え
か
。

五

現
内
閣
は
、
国
内
企
業
が
参
画
す
る
防
衛
装
備
品
の
同
盟
国
へ
の
海
外
移
転
な
ど
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
野

田
佳
彦
内
閣
に
お
け
る
武
器
輸
出
三
原
則
の
緩
和
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

六

政
府
は
、
Ｆ
�
�－

Ａ
の
よ
う
に
米
国
企
業
が
組
み
立
て
を
行
う
防
衛
装
備
品
の
一
部
部
品
の
み
に
つ
い
て
日
本
企
業
が

参
画
す
る
と
い
う
政
策
の
方
向
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
企
業
が
主
導
的
に
防
衛
装
備
品
を
製
造
し
組
み
立
て
を
行
う
政
策

の
方
向
性
を
目
指
す
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


